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2.11.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
石川 真成 
 
 
道路情報プラットフォームのためのユーザインターフェースの開発 
我々は，岩手県をフィールドに，道路維持管理における各種情報の収集，処理，伝達，利用
をシームレスに支援する道路情報プラットフォームの開発を行ってきた。UI 設計上の課題とし
て，維持管理業務で利用する情報が多種多様であること，オンライン利用とオフライン利用の
2系統のシステムがあることが挙げられる。本研究では，ユーザシナリオ，9つの画面テンプレ
ートを活用して，これらの課題解決に繋げることとした。 
泉 太一 
 
 
高等学校におけるタブレット端末を用いた数学的活動を支援するシステムの拡張 
本研究では，筆者らがこれまでに開発してきた高等学校における数学的活動を支援するシス
テムの拡張を行なった．従来のシステムでは生徒が授業で用いる学習者用のシステムしか実装
されておらず，問題の登録などの教員用のシステムについては実装されておらず，登録などが
困難であった．そこで，問題の登録や進捗の管理を行なうための教員用インタフェースを開発
することで，授業全体の支援を行えるようにした． 
川崎 翔太郎 
 
 
地域課題研究におけるフィールド調査支援システムの開発 
著者らが所属する研究室では，地域の課題を対象とした実践的な研究を行っている．そのた
め現状調査などでフィールドに出て作業をする機会も多い．そこでは，情報共有などの課題が
ある．そこで本研究では，地域課題研究における屋外フィールドの調査活動を支援するシステ
ムを開発した．調査活動を行い，調査参加者にインタビューを行った結果，肯定的な意見を得
られた．しかし，記録ツールや作業支援などの課題も見つかった． 
川島 芳英 
 
 
AR 技術を活用したモバイル観光ガイドシステムの試作 
岩手県の平泉町は焼失してしまった文化遺産がある．そのため，当時の様子を観光客が想像
する必要があるが，復元画像だけでは当時の雰囲気を想像し難い．本研究では， AR を利用し
てスマートフォンによりその場で復元 CG を見られるシステムの開発を行った．その結果，AR
による復元は当時の様子を想像する上で有用であるとの意見が得られた．一方で，実際に観光
客へシステムを提供するための課題も分かった． 
澤口 卓弥 
 
 
観光周遊行動分析を用いたまちづくり支援システムの開発 
観光客の周遊行動を分析することは，観光のまちづくりを進めるうえで有効である。我々は，
岩手県平泉町と共同運用しているモバイル観光情報システムの運用で収集した GPS・QR コード
のログデータを，GIS を用いて分析し，その結果を Web システムで閲覧できるシステムを開発
した。本システムを観光担当職員と都市計画担当職員の双方が利用することで，従来，個別に
実施されてきた観光振興とまちづくりの連携が期待される。 
関谷 絵理 
 
 
視覚障害者を対象とした UD 情報提供システムの改善 
シニア向け携帯電話には視覚障害者の歩行を支援する機能やサービスが搭載されており，本
研究室でもそれらの機能を活用して情報提供を行うシステムが開発されている．しかし先行シ
ステムでは市街地で主要な交通手段であるバスの情報や視覚障害者にとって移動が困難である
地下道の情報が提供されていない．本研究では，バス停や地下道の情報提供機能を付加し，人
間中心設計アプローチによって先行システムの改善と評価を行った． 
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高橋 彩乃 
 
 
全方位パノラマ画像を用いた車いす利用者向け UD マップの開発 
3 次元空間データ上で UD 情報の提供を行う先行研究があるが，3次元空間データは問題点が
いくつかあった．本研究では車椅子利用者の移動を支援することを目的とし，3次元空間デー
タの代わりに全方位パノラマ画像を用いて UD 情報や UD に配慮したルートを提供するシステム
を開発し，評価を行った．その結果，歩行の際に必要な情報を提供することができたため，全
方位パノラマ画像を用いた UD マップの有用性を確認できた． 
千田 夏皓 
 
 
エビデンスベース看護情報システムの運用と改善 
大学では研究知見を論文として公表するが，看護現場に浸透しない現状がある．そのような
状況において先行研究でエビデンスベース看護情報システムが運用されてきた．先行研究の課
題を踏まえ，本研究では CMS の変更，SNS の導入，アクセス解析に重きを置き評価を行った．
看護学部教員のシステム活用について成果が見られたが，情報交換の場としては十分に機能し
なかったので，今後改善していく必要がある． 
新井田 歩 
 
 
自転車 GPS ログデータを用いた観光支援システムの開発と運用 
地域活性化を目的としたレンタサイクル事業では，地域訪問者の周遊行動を調査・分析し，
具体的な施策に結びつける必要がある。当研究室では，盛岡ホテル協議会の宿泊客用レンタサ
イクル事業と連携し，GPS ロガーから周遊データの収集とその傾向を分析してきた。本研究で
は，これまでの分析方法を踏まえ自転車の回遊促進を目的とした観光支援システムを開発し，
試験運用よりシステムの有効性と運用に向けた課題を明らかにする。 
御厨 あかり 
 
 
史跡博物館を対象とした見学支援システムの開発 
史跡を展示・保存した野外博物館は, 過去の人類の営みを体言するものではあるが, 当時の
姿は失われており, 一定の知識がなければ当時の姿を思い浮かべることは不可能である．  
本研究では，志波城古代公園を対象に，史跡の現存の有無を問わず文化財の情報を提供すると
ともに，観光客に園内を楽しんで回ってもらうための見学支援システムを開発する．これによ
り，史跡博物館の学習性・魅力の向上を目指す．  
福田 照紀 
 
 
モバイル端末を考慮した観光プラン立案支援システムの開発 
全国の地方自治体で行っているような，観光前の観光プラン立案支援では，観光客の周遊促
進に繋がらない。一方で，スマートフォンやタブレット端末の普及にともない，観光地でもプ
ランの立案を可能にする必要性がある。本研究では，岩手県平泉町において，モバイル端末で
の利用を考慮し，一連の観光行動の中でシームレスに利用可能な，観光プラン立案支援システ
ムを開発した。これにより，観光客の周遊促進を目指す． 
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(b) 博士(前期)論文概要 
坂本 大介 GIS を用いた道路情報プラットフォームの研究 
道路における設備補修や苦情対応などを行う道路維持管理業務は，地方自治体の住民に身近
なサービスとして重要である．岩手県では日常的な業務において，道路の損傷場所・事故の位
置や写真，補修状況などを Web 電子掲示板に掲載する道路維持管理システムが運用されている．
また，道路維持管理の業務で利用される各種情報を閲覧する機能がシステム状に拡張された．
しかしシステムでは情報の利用が主であり，業務のすべてのサイクルについて対象とはしてい
ない問題がある．そこで，本研究では道路維持管理における各種情報の収集，処理，伝達，利
用をシームレスに支援する道路情報プラットフォームを設計・開発し，岩手県内の土木事業所
で検証および評価を行った． 
堀口 祐耶 観光風評被害事例の分析に基づく情報提供システムの開発 
近年, 地震などの災害によって，被災地周辺の観光地における風評被害が大きな問題となっ
ている. しかし, 観光風評被害に関する状況・経過や対策に関する情報提供の研究や取り組み
について個々に存在するがまとめているサイトはない．本研究の目的は，Web 上の散在する風
評被害に関する事例を収集し, 観光に関わる行政職員や事業者に情報提供を行うシステムの在
り方を明らかにすることにある．そこで，本研究では東日本大震災での風評被害事例の特徴分
析と，その結果に基づく情報提供システムの開発を行った．また，有識者によるシステムの一
次評価を実施した. そして, この評価をもとに提供情報の拡充を行い, 本システムを限定的に
公開し, 評価を行った． 
 (c) 博士(後期)論文概要 
該当なし 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
該当なし 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 佐藤亮，市川尚，阿部昭博：野外美術館におけるゲーム要素を取り入れた鑑賞支援システムの開発と評価，観光
情報学会第 10 回全国大会，2A-1，2013.6 
2) 堀口祐耶，市川尚，阿部昭博：観光風評被害事例の分類・収集方法について，観光情報学会第 10 回全国大会，
1B-1，2013.6 
3) 坂本大介，窪田諭，市川尚，阿部昭博：道路維持管理の現場利用を考慮した道路情報プラットフォームの設計と
実装，第 22 回 GIS 学会学術研究発表大会，D-3-4，2013.10 
4) 堀口祐耶，市川尚，阿部昭博：観光風評被害事例の分析に基づく情報提供システムの開発，情報処理学会第 126
回情報システムと社会環境研究発表会，2013-IS-126(7)，2013.12 
5) 坂本大介，阿部昭博：道路維持管理の現場利用を考慮した道路情報プラットフォームの開発，2013 年度 GISA 東
北支部研究交流会，2013.12 
6) 坂本大介，石川真成，窪田諭，市川尚，阿部昭博：GIS を用いた道路情報プラットフォームの開発，情報処理学
会第 76 回全国大会講演論文集，ZE-8，2014.3 
7) 堀口祐耶，市川尚，阿部昭博：観光風評被害事例の分析に基づく情報提供システム，情報処理学会第 76 回全国
大会講演論文集，1ZD-2，2014.3 
8) 佐藤亮，市川尚，阿部昭博：道の駅に併設した野外美術館を対象とする観光支援システムの検討，情報処理学会
第 76 回全国大会講演論文集，5ZC-4，2014.3 
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9) 石川真成，坂本大介，阿部昭博，市川尚，窪田諭：道路情報プラットフォームにおけるユーザインタフェースの
開発，情報処理学会第 76 回全国大会講演論文集，3ZE-9，2014.3 
10) 泉太一，市川尚，阿部昭博：高等学校におけるタブレット端末を用いた数学的活動を支援するシステムの拡張，
情報処理学会第 76 回全国大会講演論文集，6ZF-2，2014.3 
11) 川崎翔太郎，市川尚，阿部昭博：地域課題研究におけるフィールド調査支援システムの開発，情報処理学会第
76 回全国大会講演論文集，3ZE-6，2014.3 
12) 澤口祐耶，阿部昭博，市川尚：観光周遊行動の分析に基づくまちづくり支援システムの開発，情報処理学会第
76 回全国大会講演論文集，5ZC-3，2014.3 
13) 新井田歩，阿部昭博，市川尚：自転車 GPS データを用いた観光支援システムの開発，情報処理学会第 76 回全国
大会講演論文集，5ZC-6，2014.3 
14) 福田照紀，阿部昭博，市川尚：モバイル環境での利用を考慮した観光プラン立案支援システムの開発，情報処理
学会第 76 回全国大会講演論文集，5ZC-5，2014.3 
15) 萬直久，阿部昭博，市川尚：リピータ向け観光情報提供に関する考察-平泉を事例として，情報処理学会第 76
回全国大会講演論文集，5ZC-2，2014.3 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 荻原勇一，情報処理学会第 75 回全国大会学会推奨修士論文認定，2013 年 5 月 
2) 荻原勇一，岩手県立大学学長奨励賞，2014 年 2 月 
3) 佐藤亮，情報処理学会第 76 回全国大会学生奨励賞，2014 年 3 月 
 
2.11.4. その他の活動 
研究室合宿の実施 
夏期に3年生以上の学生と講座教員参加による学外合宿を実施し，研究室内の交流を促進した（2013.9.19-20，鶯
宿温泉赤い風車）．  
   
特別ゼミの実施 
研究室ゼミの一環として，観光情報学会いわて観光情報学研究会第 10 回例会(事例報告会，岩手県立大学アイー
ナキャンパス，2014年3月4日)の学生聴講・参加を奨励した． 
 
研究室ミーティングの実施 
毎週 1回の研究室ミーティングを開催し，研究室での生活や学習に関する情報を教員・学生間で共有する機会を
積極的に設けた． 
  
